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キ キ ョ ウの 調 製法 の 品質 に 及 ぼ す影響 に つ い て
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Studies　on 　the　Effect　of 　Preparation　Methods 　of 　Platycodon 　Root 　on 　lts　Quality
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，
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（Received　JLine　IG，1996）

　HPLC 　was 　u ＄ed 　for　determination（，f　platycedin　r）in　Platycod〔｝n　root 　or 　dried　Platycodon　roots ．
The　platycodin　D　content 　in　peeled 　Platycodon　root 　was 　lowel・than　that　ill　intact　Platyc（）dQn　root ．
The　content 　m 　the　seg｝arated 　peel　was 　abo しlt　3−・］ottmes　the　platyc 〔，diD　D　content 　in　the　peeled　r⊂）（，t．
The 　total　amount 　of 　platycodin 　I）in　tbe　peel　and 　the　peeled 　root 　was 　much 　iower　than 　that　in｛he
iutact　I

’
oot ．　It　is　suggested 　that　Platycodin 　D 　may 　be　produ（：ed　frc，m 　 some 〔｝ther　compo 廴mds 　ir】the

root 　during　drying　because　it　takes　kmg 　th丁」e　t〔｝dry　intact　Platycod∩ n　root 　whereas 　peeled 〔♪ne 　is

easily 　dried、　 Further，　it　was 　found　that　P〜砿yω 4で，η grantifveorum　A 、　DC ．　giving 　 white 　f1〔〕wers 　llad
hl只her　platycく）din　D　content 　than　that　giving 　blue　flowers．

　Keywords 　　 P1α妙（
・
tvd θ n 　gxandi ．fZθ rzani　A ，　DC ．，platycodin　D ； root ；pccljng ； determinatio1｝；

Prepari 睦91 皿 ethod

　 キ キ ョ ウ は 消炎
・
排膿薬．鎮咳 ・去痰薬 とみ な さ れ る処

方お よび そ の 他 の 処 方に 漢方用薬 と して 用 い られ，また キ

キ ョ ウ 末，キ キ ョ ウ 流 エ キ スは 去 痰 薬 と し て用 い ら れ て い

る．

　 円 本薬局 方 で は キ キ ョ ウ P 瓰旗 磁 伽 grandivrorum　A．

DE　CANDc）LLE （Campanulaceae）の 根 と規 定 され，そ の ま

ま乾 燥 した 皮 付 きキ キ ョ ウ （生 「キ キ ョ ウ ） と コ ル ク皮 を

除 い た 皮 去 りキ キ ョ ウ 〔晒 キ キョ ウ） が 流通 して い る
2〕．

　 ま た，　キ キ ョ ウ の 成 分 と し て は，platycodin 　 D を主 と

し，platycodin　A ，　 platycodin　C そ の 他
．．
卜数 種 の サ ボ ．tt

ン
3）

や イ ヌ リン
4，　5］が 報 告 され ，

こ れ ら キ キ ョ ウサ ポ ニ ン に

は 溶 」鰭 翔 ，局所刺激作用 の ほ か鎮 咳，去 痰 な どの 諸作 用

が 明 らか に さ れ て い る
SS ）．

　
一方 サ ボ ニ ン の 定 量 法 と して，占 くか ら 溶 血 作用 を利 用

し た 報 告 が な さ れ て お り
6 ｝，ま た，吸 光度法

7〕
や 1｛PLC

法
R｝，TLC −DM 法

9｝も報告 され て い る．

　占来 よ り中 国 に お い て は 皮 去 リ キ キ ョ ウ が 良 品 と され，

用 い られ て きた が ， 近 年 の 北 較 研 究 等
1° ）に よ る と， 皮付 き

キキョ ウ も用 い られ る ように な っ て きて い る．しか し， 日

本 に お い て は 皮去 り品 が 主 に 用 い ら れ ，皮付 きは わ ず か に

使 用 され て い る に す ぎない
2〕．

　 キ キ H ウ サ ボ ニ ン をは じめ とす るサ ボ ニ ン 類 は 通 常 皮 部

に 多 く含 まれ，また 著 新 らの 実験 に よれ ば キ キ ョ ウ は 皮 を

剥か な い と乾 燥 に 非 常 に 時間が か か る
1⊥・12｝

が ，一．一般 に 乾燥

時間の 長 さ に よ り生薬の 成 分 含蚤 に か な りの 違 い か 出 る こ

とが 知 られ て い る
12 ）．そ こ で，皮 剥 き処 理，乾燥 方法 （天

H，温 風）の 違 い が キキ ョ ウ の 品 質に 及 ぽ す影響 を明 らか

に す る こ と を 目的 と して 本 研 究 を行 っ た．

実　験　の 　部

　 1． 試料，標 品 お よ び試薬

　 1） キ キ ョ ウ 栽培 品 試料 の 調製 ：国 立 衛生 試 験 所和歌 由

薬 用 植物栽 培 試 験 場 に て 1995年 9 ；−1　19　［1に 採 取 した 青 花 キ

キ ョ ウ の 根 ， 白花 キ キ ョ ウ の 根 よ りそ れ ぞれ 皮 を付 けた も

の と皮 を除 い た もの を調製 し た
2｝．皮 去 り 品 は 水 を稜 ｝1ヨせ

ず，金属製 タ ワ シ で 擦 る か，皮 が 細 い リボ ン 状 に な る よ う

竹 べ ら を用 い て ら せ ん 状 に 剥離した．皮付 き品 は 温 風 乾燥

（50℃，le日）を行 い ，また 皮 去 り品 は 天 H 乾燥 （16時間）

お よ び 温 風 乾燥 （50℃，2 時 間 ） を 行 っ た 後，そ れ ぞ れ 1

群 10個 体，計60個 体 を粉 砕 し ， 細 末 と した．

（56）
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Fig ．1．　 Transections 　of　Platycodon　Roots　with 　and 　with 〔，ut 　Periderm

　2）Platycodin　 D お よび そ の 他 の 季甼準品 ： ／j・太郎伏 力製

襃 （株 ） よ り分 与 され た もの を用 い た．

　2． 試　験 　法

　1）光 静顕微鏡 に よ る 内 部 形 態 の 観 察 ：皮 付 きお よ び 皮

去 り試 料 を凍結法 に よ り切 片 と し，細胞内谷 物 につ い て は

そ の ま ま，細 胞，組 織 に つ い て は 希次 亜 漏 ぎ酸ナ ト リウ ム

溶 液 （ア ン チ ホ ル ミ ン 溶 液） で 脱色お よび 細胞 内容物 の 除

去を行 い ，また，木化細胞壁 に つ い て は フ ロ ロ グル シ ン
・

エ タ ノ
ー

ル 溶液 と9 酸，サ フ ラ ニ ン 溶 液 あ る い は 酊 酸 メ チ

ル グ リ ン 溶 液 で 〒色 ま た は 染 色 し，コ ル ク化 細 胞 壁 ド つ い

て は ズ ダ ン IIIで 染 色 して観 察 した．

　 2） 走 査電 子 顕微鏡 に よ る細胞内の 結瀚 の 観察 ：凍結法

を用 い て 切片 とす るか ，細胞壁 を剥 ぎ取 り結晶を露出 させ

て 試 料 台 に 圍定 し，白然乾燥 させ た の ち，
’
常法 に より全を

蒸着 させ ，観察 した ．

　装毘 ： F｛本電 ∫ （株）JSM　T −20型，蒸 帰1装 置 ： 口本 亀、子

（株 ） イ オ ン ス パ
ッ タ リン グ峯、置 JFC−110〔｝型 ， 奥着金属 ：

金 ， 焦 着 兼 件 ： 1kV ，　lmA ，8〜le　mili ．

　 3〕乾燥蔽量，灰分，希 エ タ ノ
．
ル エ キス

へ

臥　MG　 12改 Il
：

目本薬 局方生 薬試験 法 を用 い た．

　 4）Platycodin　D の 定 7：

　   牢、準溶 淑 の 調 袈 ：platycodin　 D をデ シ ケ
ー

タ
ー

（五

酸 化 リ ン ） で 16時 間 減 圧 乾 燥 し，そ の 約 20mg を精密に 呈

り，水 に 溶 か して 『 確 に 100　m 】と し，標 斡容液 と し た．

　   試料溶液 の 調 製 ：試 料 の 粉 末 細 ．Og を精 密に 量 り，

MeOIBO 　ml を加 え，超 音 波 を20分 間 照 射 し，遑 心 分 離 を

行 っ た．残 島 物 は ，
MeOII 　30　rnl を用 v・ て さ ら に こ の 操 作

を 2回 行 い ，全．王澄 液 を合 わせ ， 減圧 乾 固 し た．侍 られ た

残留 物 を水 3ml で 懸濁 し，　 Sep−pak （C −18） に吸 着 させ た

後，水 4ml お よび 40％ MeOII 　 2　ml で 洗浄 し，　 MeOH 　3

ml で 溶 出 した ．洽 、h液 に MeOH を 加 え て 正 確 に 5ml と

し，試 料溶液 と した．

　  HPLC 条件 ： カ ラ ム ：Develosil　ODS −P−5 〔4，6 φ×

25｛｝mm ），移動柘 ：e．02　M リン 酸 二 水 索 カ リウム 溶 液 ／ア

セ トニ ト リル （75 ：25），流 甲
： 1．Oml／min ，温 度 ：40℃，

検 出 ： UV 　 206nm ．

　 な お，platycodin　A，　Cは 少 Ut しか 単離 精 製 で きな か っ た

の で
L「’）そ れ ぞ れ の 保 持 時 聞 の 確 羸 の み に 用 い

， 定 量 は それ

ぞ れ の ピ
ー

ク に つ い て platycodin　D の 検 里 線 を用 い て 仮

の 数 値 を算 出 し，加 1処 理 の 効果の み を比 較 した．

結 果 お よび 考 察

　1．　皮 付 き ・皮去 り キ キ ョ ウ の 内部 形態学的特徴 につ

　 　 　い て

　 土 薬 キ キ ョ ウ に は 皮付 き，皮去 りの
’
．つ の 形態が あり，

我 が 阿の 文献 に は 「皮去 りは ，皮の 剥きや す い 6 月に 生 根

を水 に 漬け て 皮 を ヘ ラ 等で 剥 ぎ水 に 晒 す 」 と，、L 載 され て い

る
2｝．

　しか し，水 に 晒 す と成分 が 溶 出す る “1能性 が あ り，まJ ：

戊 長期 の 掘 り 1：げ に 疑 問 も残 る こ とか ら，野 口 らは 先に，

地 上 部 の 枯 れ た 秋 に 根 を掘 り⊥げ，襾 rf 水を吹 きつ け て 皮

を剥 く方法
・
に つ い て 徽告した

L1 ）．

　
一一

方，最近 の 中国調査 団の 報告 に よれ ば，安 徽 省太 和県

付 近 の 産 地 で は ，1 開 花 期 に ス ト ノ キ ン グ を脱 が す よ うに 皮

を剥 い で い る 」との こ とで あ り
14 ｝

， 著 者 ら も こ れ を追 試 し ，

こ の 時期 に は 皮が 剥が れ や す い こ と を確 ｛
u
した．

　 そ 、一で，ま
一1，こ の 皮 の 『1かの 形 態 学 的特 徴 に つ い て 検

計す る こ とに し た．

　皮fl晃 キ キ ョ ウ の 横 断面 の 外側 は Fig．1 の 右側 に 示 す

よ うに ，最外層に 冂r∫年 の コ ル ク層が 圧 縮 さ れ て で き た と考

（57）
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2．られ る コ ル ク化 な らび に 木化 した 層 （klつ が あ り， 次 い

で コ ル ク層 （kD，コ ル ク形成層 （ck ＞，コ ル ク皮層 （pd）そ

して 皮 部 柔細胞 が 認 め られ る．コ ル ク層の 細胞は 接線方向

に 長 い 長 方形 の コ ル ク化 な らび に 木化 し た 細胞 10〜1  数層

か ら構成 され て い る．ま た，コ ル ク 形 成層 は 薄膜 （壁） の

柔細胞 1〜数層か ら，さ らに コ ル ク皮 層は わず か に 厚角化

した 柔細胞か ら構成 され て い るが ，皮 部 柔 細 胞 と区 別 しが

た い ．

　 ま た ，
コ ル ク細胞 中に は微細なシ ュ ウ酸 カ ル シ ウム の 結

晶 が 1〜数 10個，時 に は 塊 とな x ）て 存在 し （Photo　1），こ の

結 晶 は ， 走 査 電 子 顕 微 鏡 で 観 察 し た結 果，挙独 で 存在す る

もの は 主 と して 六 角板 状 結 晶 で ， 塊 とな る もの は幅 の 狭 い

六 角状の kiをもつ 針晶 で あ る．

　次 に 皮 去 り作業の 内部形 態へ の 影響 に 関 して は，手 で 皮

を去 っ た キ キ ョ ウ で は，Fig．1 の 左側 に 示すように コ ル ク

形 成層 よ り外 側 の 新 旧 の コ ル ク層が 除 か れ るの み で あ る が ，

金属製た わしな どに よ り作業 を行 っ た場 合 に は，皮 部 柔 組

織 の
一一

部 ま で 除 か れ る と考 え られ る．な お ， 予 で 皮 を去 る

作業 は コ ル ク 形成層 の 活動の 盛 ん な 開花 前後に は 容 易 に 行

える が，それ 以外の 時期 に は 皮 を金属製 た わしで 剥 ぎ取 る

方 法 が 広 く用 い られ て い る．

　皮 部 に コ ル ク層が 存在 す る と，後 に述 べ る よ う に 生 根 の

乾 燥 に か か る 時間が 大 幅 に 増 加 す る．ま た，皮 去 リキ キ ョ

ウ の 乾 燥 に お い て も，乾燥 に 時 間 をか け る と最 外 層 とな っ

た 細 胞の 木化 ，
コ ル ク化 が 進行 し皮去 りの 乾 燥時間 短縮効

果が 消 え て しま う恐 れ が あ る の で ， 注意が 必要 で ある．

　2． 乾燥 減量 に つ い て

　 キ キ ョ ウ は 皮付 き で は 非常 に 乾燥 し に く く，天 口 で は ほ

とん ど乾 燥 しな い m た め，皮付 きで は 温 風 乾燥 の み しか検

討 で きな か っ た が，乾燥 減 量 に つ い て は，Fig．2 に 示 す よ う

に，青 花，自花 の い ず れ の 場 合 に お い て も，温 風 乾 燥 品 は

　 　 0．0
　 　 　 　 甲島r皿 　へir　s旺且8hine　Wsr皿　ヘ1r　s闡ロshl 聰 e

Fig．2．　Effect　of 　Preparing　Meth 〔）ds　of　Pla〔ycodon

　 　 　 　Root　on 　the　Loss　ou 　Drying

4．O

』3

OZ

O

（
＊）
二ω
鵠
δ

奮
く

 
誤

B星ue　Flower　　White　Flow巳r

鬮 　　WILh　PEεL
圀 Vltt。匡l　M

　 　 　 　 Sisnifiwh

　 O、O

　 　 　 　 War皿 Air　Su駐shi丑巳　曽ar皿　へir　Su且shEne
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天 H 乾燥晶に 比 べ て 有意 に 低 い 値 を示 した．しか し， 同 じ

乾 燥処 理 を行 っ た 場合，tit　
t

花，白花の い ずれ の 場合 に も，

皮 付 き と皮 去 りの 間 に は 有 意 差 は 認 め られ な か っ だ，

　 こ の 皮去 り一r程 で 取 り除 か れ た皮 部 は ， 実際に は Fig．1

に 示 した ように ，水 を非常 に通 しに くい 周1曳で あ り， 皮 付

きの ま まで は 根 を縦あ る い は 横 に 裂け目を 人 れ な け れ ば 非

常 に 乾燥 しに くい の で あ る が ，キキ ョ ウ に お い て，根 を切

断せ ず原 形 を維 持 した ま ま乾 燥 さ せ る ため に は皮 を去 るの

が 良い とい う昌か ら の 経 験 が，こ の よ うな調 製 法 と して 定

着 した もの と 考 え ら れ る．なお
， オ ウ ゴ ン ，ニ ン ジ ン 等 も

皮を剥か な い と 乾燥 しに くい 生薬 で あ るが
12 ），こ れ らにつ

い て も皮 を去 る調 製法 が
一
般 に 彳

．
∫わ れ て い る の は 翼 味 深 い ．

　 3．灰 分 に つ い て

　灰 分 に は 通常植物 が 生 理 的に 取 り込ん だ 無 機塩 類お よび

土 砂に 由 来す る もの が あ るが，と くに こ の 後 者 が 生薬の 品

質 を確 保 す る、Lで 重 要 視 され て い る
コs〕．

　キ ヤ ヨ ウ に お い て も，Fig．3 に 示 す よ うに ，皮付 き で は

自花，青花 と も皮去 りに 比べ て や や 高い 値 を示 し，白花 で

は 危 険 率 1％ で 有意 の 差 が 認 め られ た が ，皮 付 きに お い て

は乾 燥 法 に よ る違 い は認 め られ なか っ た ．野 口 らは，前報

（58）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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Fig，5．　 The 　HPL 　Chromatogram

に お い て もお お む ね 同様 の 結果 を得 て い るが
11），皮去 り品

の 場合，皮 を剥 い て い る こ とか ら表皮 に 付着 した 士 砂 の 混

入 は あ りえ ず，土 壌中の 無 機塩 類 が 植物体 内 に 蓄積 し た と

考えな け れ ば な らな い 9＞．

　 そ こ で，今 回 の 調 製 晶 の 内部 形 態 を比 較 し た と こ ろ，皮

去 り品 に お い て も，コ ル ク層 細 胞 中 に Photo　1 と同様 の シ

ュ ウ酸 カ ル シ ウム の 結 晶 を観 察 す る こ とが で き た．

　なお，摘花 した場合，灰分 の 量は 対照 と差 は認 め られ な

い の に 対 し酸不溶性灰分 の 量 は 低 くな っ た と 先に 報告 さ れ

て い るが
9〕，こ れは ，摘花 に より根が 肥大 した た め ，相対的

に 酸不 溶 性 灰分 の 量が 低 下 した もの と考え られ る．

　4． 希 エ タ ノ
ール エ キ ス 含量 に つ い て

　 エ キ ス 含 量 は ， 日本薬局方 に お い て ， 水 洗 ， 水 浸 そ の 他

生薬 の 加 工 処 理 工 程 の チ ェ ッ ク を 目的 に 設 定 さ れ た 試 験 法

で あ るが
13），今回の 実験 の 結果 で は，希 エ タ ノ

ー
ル エ キス

含 量 に つ い て は い ず れ の 条件 で もk 花，青花 の 間に 有意差

は認 め られ なか っ た （Fig．4）．…方，温 風乾燥品に お い て ，

7060

　 50

ま

誉
4 °

書 、。

8

蒼
2°

ile
国

蠶 　　@　曽i　奮h　Pe

吻胃ilh。ul

V ＋@　　　signif

nt@

　 o 　　　 　VarmAir　s［lshine 　WsrmAir　Suロ

i ロ巳 Fig．4　Effect 　of 　Preparing 　Methods　of 　Platyc

（ ） n 　　　Root 　on　the 　Extract 　Co

ent

i59 ＞ 皮 付き に比 べ て 皮去りで 高い 傾向 を 示 し，白

では危 険率 1 ％ で 有 意 差 が認め ら れたが， 青 花 で は有

差 は 認 めら

なかっ た ． 　 ま た， 皮去り にお い て ，天日乾燥品

比べ 温 風
乾

燥 品 の 希エ タ ノ ールエキ ス含量は高い傾 向

示し ， 青花 ，白 花 と も に 危 険率 1 ％で 有 意差が認 めら

た ． こ の 場 合 ，乾 燥 時 間が 温 風 で は 2 時 間と 著 しく短い

に対 し天日 で は16 時間 を 要 し ， こ の乾 燥 時間の 違 い

エ キ ス 含 量 に 大き な影響 を 及

してい るも のと 推測さ れ た． 　 先 に 久保 らは ， キ キ ョ

の サ ポニン およ びイ ヌ リンは 網 内 系 活性化 を通 じ て

膿
効果を発現する と 報 告して いる が 4 ・　 5 ）

，こ
の よ う な 調

加 工 に よ る 希 エ タ ノ ． 一 ルエ キ ス 含 量の増加 がキ キ ョ

の 生 物 活 性 に ど のよ う な 意 味 を持

の かについ ては今後の課題である． 　 5 ． 乾 燥法が Plat

odin　D含量に及ぼす影 響 に つ い て 　 Platycodin 　 D

クロ マ トグ ラムはFig ． 5 に示すよう に 良好に 分離し，
ま

検量線はFig ． 6に 示 す よう に o ．05 〜 0 ．41mg ／ m

の
範

で直線性を示し

さらに，添加

収率も 琶

fi．OE5
4 ．OE ＋ 5 2

OE ＋ 5 　 O ．OE ＋0 　　　00．

ｫ1．52 　　　　　　　　Cb肥．（rng ／5mi ） Fig ．6 ．　Cal

ration 　 Curve 　of 　 PlatycQdin 　
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T 八BT　E　 I、　 Re｛
・
overy 　 of 　Platycodin　 D　 Added 　 on 　 Platyc〔｝don

　 　 　 　 Roo七

・ g ・dd・d 諮
i
認

a 呼
・ gd ・・・… dRecovery 　（％）

0．2030
．4060
．609

0，841
1．0381
，2711
．420

99．4101
．997
．9

Average 99．7

TABLE　Iに 小 す ように97．9〜］e1．9％ と良好 で あ一
）た．

　 温 風 乾 燥 に お い て，platycc）din　D 含 量 は 皮 LLt　「）に 比 べ 皮

付 き で 高 い 傾 向 を 示 し，青 花 お よ び 白 花 と も に 危 険 率

1％ で有意差 が 認 め ら れ た （Fig．7）．ま た青 花 に 比 べ 自花

で 高 い 傾 晦を示 し，皮付 き で
』
は 危険率 1％ で 有意差 が 認め

ら れ た が ，皮 去 りで は 有意差 は 認 め ら れ な か っ た．

　 そ こ で，同
一

個体 の 根の 根頭部 と先端部分を取 り去 り，

太 さの ほ ぽ 均 ．一な 部分 を取 り，こ れ を二 分 し，一
方の 皮を

去 り，も う
一

方 を対照 と して platycodin　D の 測 定 を行 っ た

と こ ろ，Fig．8 の 左 側 に 示 す よ うに，皮付 き で は 明 らか に

含 最が 高 くな っ た．また 二 分 し た
一

方 を天 日で ， も う
一

方

を温 風 で そ れ ぞ れ 乾 燥 時間 を そ ろ え て 乾燥 した と こ ろ，

Fig．8 の 右 側 に 示 す よ うに ，皮 付 き で は 温 風 乾 燥 の h
一
が

platycodin　D 含量 は 有意に 高 くな っ た が ，皮 去 りの 場合 に
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6
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O 　

D02 £ 　ODO 　　胃i 耄h　Pee

@WiIheu 竜 　 Pe 巳1 は

確な差 異は 認められなかった． 　 6 ． 皮 が Platycod

　 D 含量に
及ぼ

す 影 響 につ いて 　 次 に， 同 一．個 体から先

同様 の方法 で
試 料を 調製し， …・ 方 の 皮 を 去

り
，皮 付

，皮去り ，皮をそれぞれ同一条件で 温瓜乾燥し ，platyco

､n 　D 含量を 測 定 し た
．

その結果は TAB 比 II に示 すと

「） で， 皮の 定 量 値は 皮 付 き と近 似 し ， ま た皮 去 り は

と同 様に か なり 低い 値 を小 し た．そこで， 皮去りお よ び 皮
1
個 体 ず

のplatycodin 　Dの実重・量お よ びそ の和 を算 出

た と こ ろ， Fig 、 9 に 示 す よう に ， いず れも 対応 す

皮付きに比べてかなり低い 値を示 し ，乾 燥 条件 が platyco

n 　 D 含 量に

ら
か
の影響 を 持 つ の で はな い か と 推測された． 　・方， キ キョウ中に

含

れるplatycodin 　 A ，　 Cは platy − codin 　

ﾌ 末 端rhamnose の 2 位 あ るいは 3 位 に ア セ チル

  ｪ 結 合 し た 構 造 を 持つ が ， こ の 糖部 水 酸 基 に 結 合し

ア セチル基は非常に 不 安 定で 転 移 や 脱離 が 起 こる ため ， p

tycod

　 A と C が 相 互 変 換 する こ と が 報 告 さ れ て い る15 ）

　 こ の 現 象 が実際に乾燥過程で起こっ て いるかどうかを確 かめ る た め に は

atycodin 　 A や platycodin 　 C の 會 量

定 が必要 と な るが ， 現 在のところ，これら 標 準品の 調

が困 難 で ， 分取 液 ク ロ
を用 いても 保 持 時間 を 確認 す る

量
し

単 離す る こと が で き なか っ た 16 ｝．そこで，それぞれ の ピ ー ク

位置 を確 認 した 後 ， そ の 面積 につい て platycodi

@D の検 量線を用 いて 仮 の 定 量 値を 求め，

の値 の 変化を用 い て 調 製力口工による景 彡 響 を 検討
す る こ と に

た． 　そ の結果， 皮 付 きでは， Fig ．1｛｝に示すように，乾 燥

時 間 のか
か
る大 ll 乾 燥 では温風乾燥に比べplatycodin 　

ﾜ 量 は 大 き く低．ド するの に 対し ， piatycod

　A 含量 に は や や 増加 傾 向が 認 め ら れ，ま た ， 皮 去 り

は 乾 燥法の 違 いに よ る 差は 非 常 に 小さいことが明らか と な っ

．さ らに，乾燥 法ご と に 皮去 りの効 果 を ま とめたところ，Fig．11 に
示

よ う に， プ ぐ
凵
，油U虱乾燥とも皮ゴ｛りによ りplatycodi

@D含『

は激

す るのに対
し

platydin
　A

量 は逆にわ

か
加

O．

o．0

。 ・ ｯ

’

°

9。
．。4G

。

．

、 蓴 釜e・°2 £。．。1D1Z345 　剛 周　　W 　　p 團脇翩 Effec し〔♪f 　Drying 　Meth〔 ｝ds　of　Platycodon　RQot 　on 　　Fig．
g．　Effect 　of 　Preparing 　Meth （） ds 　 of 　 Plat ／ycodon　Roet ．　onthe 　Pla

codi

@D 　
Content

　 　 　　 　　　　 　 　 　 　　　　 the 　
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TABLE　II．　 Effect　of　Preparing　Methods 　of　Platycodon　Root　on 　Platycodin　D 　Content

With　peel Without　peel Pee1

Cont．（％）Dry　wt ．（9） Cont．（％）Dry　wt ．（9） Cont，（％）Dry　wt ．（9）
Platycodin　D　content

　（％，caIculated ）
＊

1234rD 0．0490
．0160
．0770
，0350
．G36

1．4工81
，1432
．2892
．9833
．588

O．027　　　3．437
0．005　　　3．952
0，015　　　7．620
0．004　　 3．22G
O．009　　　3．638

〔｝．058 　　　0，101
0，053　　　　0．141
0，051　　　0．256
0．〔〕33　　　0．122
0，034　　　0，141

0．028
〔1．OO7
（1．Ol60
．0050
．Ole

Average 　O．043±0．023 0．013± 0．009 0．046 ：辷〔｝．012
＊Calcd　value ＝［Cont．（without 　peel）× Dry　wt ．（without 　peel）＋ Cont．（peel！× Dry 　wt ．（peel）］！
［Dry　wt ．（without 　peel）十 Dry　wt ．（peel）］．

0．10

08臨

o匠o，

8
→

曙

疂
 
り

＝欄
目

＆

0．04

vit   t　@Pee

　 　・　f
C’ Platyeod

　D 一
　
一
一
　一　一　　PlatyeOd

　CPlatyood

　A 　　　　Drving　under 　Dny十ng　vith 　　Drying 　 um 鐸已rゆ ryi  

th 　 　　　　馳膣shime 　　　　　l髄ot　A5r　　　　　　　　　　　 　SU 啣i爬　@　　　　随o

@AirFig ．10．　Effect 　of　Drying 　Method 　on 　the　Sap〔）nin 　Cont

t 　 of 　　　　　Platycod （〃2 　grzandptで）rum 　

D　DC

D。

02

巳

（
醜

）→
贋

自0り唱旧 曽2 い函 Dryi  um」e

@

ttin

@

@ ／ ’ 、 ／

’P ：atyood

　D ・・ −　P臨a圃

CPlatVCDdin 　A 　　　　　uith　　　wit瞬t　　　　　　　　 　

　　 　　り i毛 h　　　ui 七醐土 　　　　　P麗1 　　 　　眠轟　　　　 　　

　　　　　Peel　　　　PeeIFig ．11．．　 Effect 　of 　Peeling　and 　Drying　Meth

s　on 　the 　Saponill 　
　
　　Con もent 　of　Plat ）’codoη

andr7Zontm 　A．　DC． するか 変 化 なしとなり，platyco

n　D とplatycodin 　 A ， platycodin 　C

調 製 過 程 で互 いに 変化 す る こ とを

す

ﾉ 的な デ ー タ は 得 られ なか った． 結 論 　1．

キ ョ ウ は皮 付 き のま ま で は乾燥 しに く いが ，開花 期に

，根皮の

ちコル
ク
層が 容 易 に 剥 離 さ れ， 皮去りで （ 61 ） N 工工 一
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は短 時 問 で 乾 燥 で き た．

　 2．乾 燥 減 量 は皮 去 り加工 に よ り有意に 低下 し，また 灰

分 もや や 低 くな っ た．

　3 、希エ タ ノ
ー

ル エ キ ス 含 量 は 皮 付 き品 に 比 べ 皮 去 り品

で 高 い 傾 向が 見 られ ， ま た，天 日乾 燥 品 に 比 べ 温 風乾燥品

で 高い 値 を示 した．

　4． P互atycodin 　D 含量 は，皮 去 り品 に 比べ 皮 付 き品 で 高

い 傾 向が 見 られ た．

　5． 皮 付 き 品 は 天 日乾燥 に 比 べ 温 風乾燥 の 方 が platy−

codin 　D 含量は 高 くな っ た が ，皮 去 り品 で は，両乾燥 法 で相

違 は 認 め られ なか っ た．

　6．皮去 り品 は 除 い た 皮 の platycodin　D 量を加え て も，

同
一

条件 で 乾燥 し た 皮付 き品 の 含 量 に 比 べ て か な ワ低 い 値

を示 した ．

　 7．皮付 き，皮 去り，温風，天 日乾燥 処 理 に よ るサ ポ ニ

ン 含 最 の 変化 を追 跡 した 結果，こ れら加工 処理 操作 に よ り

．

platycodin　A あ るい は platycodin　C が platycodin　D に 変

化す る とい う積 極 的 な データは 得 られなか っ た．
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